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要 旨   

 

小児・青年期の非アルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）は、肥満との関連で 36.1%の有病

率が推定されている。この数字は、世界的な肥満の流行と連動して増加することが予想さ

れる。心配であることに、小児期の NAFLDが成人期まで続くと、肝疾患や肝外疾患の重大

な原因となり、有害である可能性が高い。早期発見が求められているが、スクリーニング

の最適な時期、頻度、方法はまだ決定されていない。小児の NAFLDに対しては、いくつか

の薬剤、抗酸化剤、脂肪酸サプリメント、プロバイオティクスの有効性が検討されている

が、健康的な食事と身体活動が唯一の予防・治療戦略となっている。 

この短いレビューでは、小児肥満における NAFLDの疫学、診断、病因、管理について述べ

ている。 

 


